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は じ め に

我が国の農業・農村を取り巻く情勢は，農業従事者の減少や高齢化の進行，

新型コロナウイルスの感染症の拡大，デジタル化の推進，SDGsの推進やカーボ

ンニュートラルの実現など，社会経済情勢が大きく変化しています。

特に，新型コロナウイルスの感染拡大により，熊毛地域を含めた本県の農業

は，牛肉や茶，花きなど，需要低下による収入減などの影響を受けたところで

す。

そのような中，本年の種子島農業の状況は，大きな気象災害もなく，さとう

きび，ブロッコリーの作付面積の増加や種子島産の子牛が県外の枝肉共励会等

で上位入賞するなど明るい話題がある一方，サツマイモ基腐病の発生や高齢化

の進行や農業従事者の減少等による労力不足が顕著になってきており，厳しい

環境が続いています。

このため，耕種・畜産のコスト低減やICT等を活用したスマート農業の推進

による生産性の向上や高収益作物の普及推進などにより，「稼ぐ力」を引き出

し，農業所得の向上等に努めているところです。

特にサツマイモ基腐病については，プロジェクトチームを設置し，関係機関

と連携しながら，防除対策の周知や実践支援などの取組を実施しているほか，

農政普及課としても重点活動計画に位置づけ，職員一丸となって，対策に取り

組んでいるところです。

さらに，新型コロナウイルス対策としては，相談窓口の設置や様々な経営支

援・需要喚起対策等を実施するとともに，ポストコロナを前提とした新たなか

ごしまの農業を構築する先進的な取組への支援を進めているところです。

熊毛支庁農政普及課では，平成31年４月に５年間の農業改良普及指導計画基

本計画を作成し，経営の発展・地域農業の振興を目指す意欲的な農業者の育成

や農業の維持・発展及び農村の振興を図るため，２つの課題を設け，効率的・

効果的な普及活動を展開し，課題解決に取り組んでいます。コロナ禍のなか，

研修会等は例年どおり実施できない状況でしたが，創意・工夫しながら活動の

充実・強化に努めました。

これらの活動事例や成果の概要並びに実証ほ・展示ほの調査成績を「普及の

あゆみ」として取りまとめましたので，地域農業を支える担い手育成やかごし

まブランド産地の育成，地域農業の振興等に活用いただければ幸いに思います。

終わりに，この１年間，普及活動に対して，御協力をいただきました農業者

や関係機関・団体，普及協力委員等の皆様に厚くお礼申し上げるとともに，今

後も原点である対話による普及活動を通じ種子島農業の発展に取り組んでまい

ります。

令和４年３月

熊毛支庁農林水産部農政普及課長 出口 洋
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Ⅰ 普及活動事例
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１ 種子島地域の農業を支える担い手の確保

【成果の要約】

１ 担い手育成プロジェクトチームによる経営体の育成

（１）支援体制の強化

３市町に設立された担い手育成プロジェクトチームを中心に，関係機関・団

体が連携し，担い手育成に向けた取組が強化された。

（２）認定農業者等の経営発展支援

94戸の農業経営改善計画の作成を支援し，認定農業者の確保・育成を図ると

ともに，専門家派遣を活用し，農家の経営発展や法人化を支援した。

専門家等と連携し，６次産業化に向けた取組を支援し，新たな商品開発や販

路開拓につながった。

（３）重点対象経営体の経営改善

JAや市町と連携し，対象農家へ経営改善に向けた重点支援を行うとともに，

経営分析に基づく改善方策等を提案することができた。

（４）新規就農者の栽培技術や経営管理能力の向上に向けた指導

関係機関と連携を図り，就農計画作成を支援した結果，新規就農者２名が認

定新規就農者となった。また，平成30年～令和２年度の新規就農者25名のうち，

83％が定着に向けて意欲的に営農を継続している。

（５）農業青年プロジェクト活動の促進

青年農業者のプロジェクト活動を支援し，農業青年クラブ２名のプロジェク

ト発表を開催した。また，新たに２名の青年農業士を育成できた。

（６）女性農業者の資質向上に向けた指導

意欲ある女性農業者の掘り起こしや組織活動の活性化につながった。

２ 集落営農の育成

中種子町原尾集落農地組合運営委員と町・農政普及課担当者で，農地と担い手

に関する情報交換を定例会で行うとともに，ポストコロナ農業生産体制革新プロ

グラム事業を活用して機械類導入を支援した。

１ 対象

認定農業者390戸，認定新規就農者，認定農業者志向農家，６次産業化志向農家15戸，

担い手確保・育成普及活動対象（支援対象農家20戸，営農組織１組織），

平成30年～令和２年新規就農者25名，重点対象青年農業者８名，若手女性農業者38名，

原尾地区農地集積組合29名，ポストコロナ農業生産体制革新プログラム事業実施組織

２ 課題を取り上げた理由

（１）意欲ある担い手の確保・育成に向け，関係機関・団体が連携し，支援体制を強化す

る必要がある。

（２）認定農業者の確保及び経営発展を図るとともに，６次産業化による農家所得向上を

図る必要がある。

（３）新規就農者等の栽培技術や経営管理能力の向上を図る必要がある。

（４）将来の地域農業を担う青年農業者の育成を図る必要がある。

（５）経営発展に向け，女性農業者の経営参画や資質向上を図る必要がある。

（６）集落営農の設立に向けた話し合いを推進する必要がある。
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３ 活動内容

（１）担い手育成プロジェクトチームによる経営体の育成

ア 支援体制の強化

担い手担当者会等を通じて，情報共有を図り，各市町担い手育成プロジェクトチー

ムを中心に重点課題を設定し，担い手育成支援活動を強化した。

各市町の基本構想見直しと合わせて，地域版経営管理指標を作成し，営農類型シミ

ュレーションシステムに反映し，営農類型試算等での活用を図った。また，担い手支

援体制の強化に向け，関係機関向け研修（インボイス制度等）を開催した。

イ 認定農業者等の経営発展支援

認定農業者の経営発展に向け，各市町担当

と連携し，経営改善計画作成及び実践支援を

図った。

また，西之表市及び南種子町で定期的にパ

ソコン簿記記帳会を開催し，農家の簿記記帳

による経営把握を支援するとともに，専門家

と連携し，経営発展研修会及び個別相談等を

実施した。

南種子町において，新たに１組の夫婦が経

営発展のステップとして，家族経営協定を締

結した。

個別相談

経営発展研修会

担い手担当者会

家族経営協定の締結

関係機関向け研修会
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また，農業経営の多角化による所得向上を目指し，６次産業化の推進に向け，商品

開発，販路開拓等を支援するとともに，６次産業化に取り組む事業者同士の交流の機

会等を設定した。

また，保健所と連携し，食品衛生法の改正やHACCPに沿った衛生管理等について，

研修や個別支援を実施した。

これらの取組により，６次産業化に取り組む組織等において，商品開発と合わせて，

地域・県の特産品コンクールや商談会への出展など，販路開拓への積極的な取組が進

み，さらなる商品開発や販路開拓が見込まれる。

ウ 重点対象経営体の経営改善

関係機関・団体と連携し，新たに重点対象農家20戸を選定し，ヒアリング及び課題

設定等を行い，技術・経営指導，経営分析等により経営改善を支援した。

加工技術等出前相談会６次産業化推進研修会

衛生管理等に係る支援

「かごしま黒茶」の試作
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エ 新規就農者の栽培技術や経営管理能力の向上に向けた指導・新規参入支援

新規就農者の主な営農品目を専門とする普及指導員が指導農業士や関係機関・団体

と連携した就農計画作成やサポートチームによる定着支援現地検討会に対応し，専門

的に支援した。

サポートチームによる定着支援現地巡回（左：西之表町，右：南種子町）

オ 農業青年プロジェクト活動の促進

各普及員が１名以上の農業青年を担当し，13名のプロジェクト活動の助言指導を行

った。２月に農業青年の営農の取組状況や種子島高等学校の活動成果を発表し，知識

や技術を相互に交換して，問題解決学習等の活動に対する意欲の高揚を図るため，地

区青年農業者会議を開催する予定であったが，コロナウイルス蔓延防止のため，中止

としたため，１月に少人数で農業青年クラブ員２名のプロジェクト発表を実施した。

また，２月に２名が新たに青年農業士として認定され，農政普及課において，認定

証交付式を開催した。

種子島地区農業青年クラブの活動としては，先進地研修やファーマーズマーケット

参加，バレーボール大会の開催等を計画，準備を進めていたが，いずれもコロナウイ

ルス蔓延防止のため，中止とした。12月に中間検討会を実施し，お互いの状況等につ

いて，交流する場を設けることができた。

青年農業士認定証交付式プロジェクト発表
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カ 女性農業者の資質向上に向けた支援

女性農業者を対象に，農業技術や経営管理の基礎知識，女性リーダーの活躍事例等，

講座制研修を開催するとともに，女性農業者の組織活動やプロジェクト活動への取組

を支援した。

（２）集落営農の育成

中種子町の原尾集落農地組合運営委員と町・農政普及課担当者で，農地と担い手に

関する情報交換を定例会で行うとともに，ポストコロナ農業生産体制革新プログラム

事業を活用して機械類の導入を実施した。今後は受託組合の構築に向けての支援を計

画している。

４ 活動の成果

（１）担い手育成プロジェクトチームによる経営体の育成

ア 支援体制の強化

３市町に設立された担い手育成プロジェクトチームを中心に，各市町において担

い手育成に係る重点課題が設定され，関係機関・団体が連携し，担い手育成に向け

た取組が強化された。

イ 認定農業者の経営発展に向けた指導

広域認定も含め，計94戸（新規10戸，継続84戸）の農業経営改善計画の作成を支援

し，認定農業者の確保・育成を図り，令和３年度末の認定農業者は355戸（令和４年

３月末見込み）となった。

専門家派遣を活用し，経営上の課題や解決方策等を検討・研修する機会を設定し，

農家の経営発展や法人化等を支援することができた。

また，６次産業化を目指す農業者を対象に，専門家と連携し，課題に対する助言指

導を行い，新たな商品開発や販路開拓につながった。

ウ 重点対象経営体の経営改善

JAや市町と連携し，対象農家を新たに選定し，課題整理に基づき経営改善に向けた

重点支援を行うことができた。

女性農業者組織の活動検討会 県ﾘｰﾀﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ先進地研修への参加
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エ 新規就農者の栽培技術や経営管理能力の向上に向けた指導・新規参入支援

関係機関と連携を図り，就農計画作成支援や定着支援に向けた個別面談，現地巡回

等を実施した。新規就農者２名が認定新規就農者となった。また，平成30年～令和２

年度の新規就農者25名のうち83％が定着に向けて意欲的に営農を継続している。

オ 農業青年プロジェクト活動の促進

新たに青年農業士が１名認定されたほか，青年農業士講座制研修（総合講座）を種

子島で開催し，経営課題解決や意見発表が行える青年を育成できた。

カ 女性農業者の資質向上に向けた支援

若手女性農業者を対象とした講座制研修や女性農業者の交流等を実施し，意欲ある

女性農業者の掘り起こしや活動支援につながった。

（２）集落営農の育成

ポスコロ事業の進め方について説明することで，組合の定例会（話し合い活動）に

参加できた。事業KPIの確認，機械の利用方法等について検討し，継続的な話し合い

活動の足がかりとした。一方，地域営農の仕組みづくり（組織化）を進める場合，体

制整備，話し合い活動（意識の醸成，将来方向の具体化，ビジョン作成など）を経て，

機械の導入計画，規約等を立てる手順となるが，事業による機械導入が先になってお

り，将来的な見通し（ビジョン）がたっていない。

５ 今後の課題

（１）担い手育成プロジェクトチームによる経営体の育成

ア 支援体制の確立

・ 担い手育成プロジェクトチームの担い手育成活動強化

イ 認定農業者の経営発展に向けた支援

・ 認定農業者の確保・育成

・ ６次産業化の推進による農業所得の向上

・ 労働力確保に向けた体制検討

ウ 重点対象経営体の経営改善

・ 農家への重点支援による経営改善

エ 新規就農者の栽培技術や経営管理能力の向上に向けた指導

・ 定年帰農者，移住者等を含めた幅広い新規就農者の確保

・ 関係機関一体となった確保・育成体制の強化・充実

オ 農業青年プロジェクト活動の促進

・ 新たな指導対象者の選定と農業青年クラブ員の活動充実

カ 女性農業者の資質向上に向けた支援

・ 意欲ある女性農業者の掘り起こしと支援の強化

（２）集落営農の育成

導入した機械を利用する組合員で受託組織が構成可能かどうか，作業委託の希望の

有無等を含めて話し合い活動の継続

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

〇木﨑賢哉，尾辻陽子，重水剛，鹿子木聡，

今和泉尋及，園中光範，清本なぎさ，柴田幸児
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２ 地域一丸となったさつまいも産地の育成

【さつまいも土壌病害対策の確立】

【成果の要約】

１ サツマイモ基腐病対策の体制強化

熊毛地区サツマイモ基腐病対策プロジェクトチームを年４回開催し，被害状況や

実証の検討，試験研究機関の最新情報等について共有化した。最新情報を基に，研

修会等を開催し，防除技術を啓発した。

２ 健全苗確保・供給体制の構築

JA・公社の育苗ほ場を定期的に巡回して健全苗の確保・供給に努めた。

基腐病抵抗性を有する新品種「こないしん」の安定供給によって，栽培面積は

170ha（速報値）に急増した。「安納紅」では令和３年度より優良な新系統の供給を

開始した。

３ 基腐病対策の実践支援

重点農家の苗床及び本ぽを定期的に巡回し，発生状況を確認して要因を解析した。

品種や輪作，各種資材等による被害軽減効果を実証し，品種の抵抗性や，輪作，

早期定植の効果を確認した。

１ 対象

熊毛地区サツマイモ基腐病プロジェクトチーム，重点指導農家，(一社)安納いもブラ

ンド推進本部生産販売部会60会員，でん粉用さつまいも栽培農家1,139人

２ 課題を取り上げた理由

（１）平成30年に本県で初確認されたサツマイモ基腐病は，種子島では令和元年に発生が

認められ，平成２年度には熊毛地区内で急激に拡大して，生産量が減少している。

（２）サツマイモ基腐病については，その発生要因や防除対策などま不明な点も多く，熊

毛地域の防除対策を確立するため，関係機関が一体となった取組が必要である。

３ 活動内容

（１）サツマイモ基腐病対策の体制強化

農政普及課では対策技術の確立，被害の軽減を目指し，熊毛地区サツマイモ基腐病

対策プロジェクトチーム（以下，「熊毛PT」）を設置（令和２年11月）した。本PTは

農業者組織代表，関係機関で構成され，被害状況や実証結果の検討，試験研究機関の

最新情報等について定期的に情報共有を図った。

（２）健全苗確保・供給体制の構築

関係機関のさつまいも担当者と共に，JA・公社の育苗ほ場を定期的に巡回して健全

苗の確保・供給に努めた。多収で基腐病抵抗性を有する新品種「こないしん」の普及

を図った。「安納紅」では異常株対策として，基株更新に取り組んだ。

（３）基腐病対策の実践支援

重点指導対象農家の苗床及び本ぽを定期的に巡回し，発生状況を確認するとともに

栽培管理等を指導した。また，品種や輪作，各種資材等による被害軽減効果を実証し

た。
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４ 活動の成果

（１）サツマイモ基腐病対策の体制強化

PT全体会を年４回開催して，情報を共有化した。最新情報を踏まえ，市町ごと植付

前と収穫前に研修会を開催し，苗消毒・排水対策の徹底や収穫後の残さ処理，種いも

消毒法について啓発した（延べ40回，1,264人参加）。

（２）健全苗確保・供給体制の構築

JA・公社の育苗ほ場定期的に巡回して健全苗の確保・供給の支援を行った。

多収で基腐病抵抗性を有する新品種「こないしん」の苗が安定供給され，栽培面積

は170ha（約160ha増，速報値）に急増した。「安納紅」では異常株が発生したため，

農業開発総合センターの協力のもと，基株を更新し，令和３年度より新系統の供給を

開始した。

（３）基腐病対策の実践支援

巡回ほ場の発生要因として，種いもからの伝染，ほ場残さからの伝染，発病株から

の伝染（初期の抜き取りが不十分）が考えられた。

また，新品種「こないしん」の抵抗性やスナップえんどう畝連続利用による安納い

も・種いも栽培等，８課題の実証ほを設置し，被害軽減の効果を確認した（表１）。

表１ 基腐病対策実証ほ実績一覧（抜粋）

５ 今後の課題

（１）基腐病対策の周知と実践支援

（２）優良種苗の供給

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

○清本なぎさ，重水剛

実証内容 前作(発病割合)
供試品種

(種苗の由来)

定植日
収穫日

(生育期間)
発病状況 収量 考察

普
及
性

抵抗性品種「こないし
ん」と慣行品種「シロ
ユタカ」の比較

でん用さつまいも
(ほ場の一部で20
～30％，試験実施
区画0％）

こないしん
シロサツマ
（種いも）

６月13日
10月28日
(138日)

こないしん
12％

シロユタカ
26％

こないしん
3,124kg/10a
シロユタカ
2,579kg/10a

こないしんはシロユタカに比
べ，基腐病の発生状況や発病進
展は軽く，健全いも収量は20％
程度多かった。

◎

サトウキビ栽培後の病
害抑制効果

サトウキビ２作
安納紅
(バイオ苗)

３月19日
８月17日
(151日)

初発 5月20日
収穫時 50%

1,333kg/10a

定植時に苗床の発病は観察され
なかったが，本ぽの初発が早
かったことから，苗由来による
発病と考えられた。

△

スナップエンドウ連作
ほ場の畝不耕起栽培に
よる病害抑制と収量

スナップエンドウ
２作(10年間さつ
まいも作付けな
し）

安納紅
(バイオ苗)

４月27日
8月23日,9月5日
(118,131日)

初発6月24日
収穫時 16%

8月23日
1,897kg/10a

 9月5日
2,463kg/10a

スナップエンドウ畝利用で収量
を確保。（発病の原因として前
年度多発したほ場からの雨水流
入？）

◎

スナップエンドウ連作
ほ場の畝不耕起栽培に
よる種いも栽培

スナップエンドウ
（5年間さつまい
も作付けなし）

シロユタカ
(バイオ苗)

６月26日
11月５日
(131日)

収穫時 ２％ 3,536kg/10a
被害が軽微で，優良種いも確保
として有望。大いも傾向のた
め，栽培日数の短縮必要。

◎

本ぽ型育苗で，収穫を
前進化(8月下旬→8月
上旬)

安納紅(0％）
安納こがね
(バイオ苗)

２月19日
8月5日，8月23日

(167,185日)

初発7月下旬
8/5　40％
8/23 53％

8月5日
2,082kg/10a

8月23日
1,905kg/10a

収穫を8月上旬に前進化すること
で収量を確保。慣行の8月下旬で
は病イモが増加。

◎

PT関係者現地検討会 基腐病対策研修会（西之表市）
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３ 競争力のある種子島農業イノベーション（革新）

（１）安納いもを基幹とした野菜経営体の育成

【成果の要約】

１ 野菜の技術・品質向上対策

（１）スナップえんどうの技術実証

ア 「ニムラサラダスナップ１号」は，節間が短く，脇芽が弱い傾向で，整枝・誘

引しやすく，収量はやや多い傾向であった。

イ 障壁植物にソルゴーを播種し，その外側にゴマを，８月下旬に播種した結果，

12月中旬までタバコカスミカメを確認し，効率的な防除が可能と思われた。

（２）ばれいしょの技術実証

ア 高pHほ場における硫酸カルシウム導入農家は，全体比が34.1％となり，前年の

25％を上回った。

イ 10月中旬植えにおける「さんじゅう丸」は，規格品個数が多く，大玉で，収量

性が優れ有望であった。

２ ブロッコリーのモデル経営体育成

（１）新たな作型となる９月中旬定植の早進作型において，適品種に「かいせい113｣

を選定し，作型分散による継続出荷体制を確立した。

（２）冬まき春どり作型において，特殊加工の防風ネット活用は，ヒヨドリ被害が少

なく効果が判然としなかったが，防風効果は高い傾向であった。

（３）クラウンカットに対応した有望品種に「グランドーム」を選定した。

（４）緩効性肥料を組み入れた「種子島ブロッコリー専用肥料」の導入農家率が全体

比91％になった

１ 対象

スナップえんどう部会(146戸)，ばれいしょ部会(255戸)，ブロッコリー部会(184戸）

２ 課題を取り上げた理由

（１）スナップえんどうは，近年温暖化の影響で，急激な莢肥大等による樹勢低下に伴う

心止まりや，スリップス類被害で大幅な減少となっている。

（２）ばれいしょの作付面積は，近年減少傾向で，地場産や自家種いもの不安定な生産確

保も一要因となっている。更に，種いも場産地からは，ジャガイモシストセンチュウ

抵抗品種の導入が求められており，早急の対応が必要である。

（３）ブロッコリーは，近年，急速に栽培面積が増加していが，１～２月の集中出荷がみ

られ，更には全国的な産地間競争による販売価格低下が懸念される。また，季節風や

ヒヨドリ等の被害も減収要因となっている。

３ 活動内容

（１）野菜の技術品質向上対策

ア スナップえんどうの技術実証

(ｱ) 増収効果が高い系統を比較検討した。

(ｲ) 天敵温存植物植栽による土着天敵の活用（天敵定着確認）を検討した。

イ ばれいしょの技術実証等

(ｱ) 硫酸カルシウム資材活用によるそうか病抑制や塊茎肥大促進技術を推進した。

(ｲ) 新品種「しまあかり」の現地適応性を確認した。
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（２）ブロッコリーのモデル経営体育成

ア ９月中旬定植の前進作型確立による作型分散を検討した。

イ 冬まき春どり（４～５月）作型の導入を支援（品種，多目的防災網等）した。

ウ 加工用適品種の選定による生産販売拡大を検討した。

エ 「種子島ブロッコリー専用肥料」を開発・普及した。

４ 活動の成果

（１）スナップえんどうの技術実証

ア 樹勢低下が少ない系統を比較検討し，「ニムラサラダスナップ１号」は，節間が短

く，脇芽が弱い傾向で，整枝・誘引しやすく，収量はやや多い傾向であった。

イ 障壁植物にソルゴー，その外側にゴマを８月下旬に播種した結果，９月上旬～12月

中旬までタバコカスミカメを確認でき，スリップス類密度の低下による効率的な防除

が可能と思われた。

（２）ばれいしょの技術実証

ア 使用する石灰資材は，土壌診断結果に基づき，使い分けを行うよう指導を強化し，

地区全体の導入農家の全体比が34.1％となり，前年の25％を上回った。

イ 10月中旬植えにおける県育成品種「しまあかり」と「さんじゅう丸」の長崎県産冷

蔵種子いもと，地場産冷蔵種子いも「ニシユタカ」を比較した結果，「さんじゅう丸」

は，他２品種に対し，規格品個数は多く，大玉で，収量性は多く有望であった。

（３）ブロッコリーのモデル経営体育成

ア 新たな作型となる９月中旬定植の早進作型において，適品種に「かいせい113｣を選

定し，作型分散による継続出荷体制を確立した。

イ 冬まき春どり作型において，生産上の課題である季節風及びヒヨドリ対策として，

防風ネット活用を検討し，ヒヨドリ被害が少なく効果が判然としなかったが，防風効

果は高い傾向であった。

ウ 加工向け需要が高まる中，クラウンカットに対応した有望品種「グランドーム」

を選定し，今後，青果用の収穫遅れによる規格外の加工向け拡大や加工用栽培の拡大

の一助とした。

エ 緩効性肥料を組み入れた「種子島ブロッコリー専用肥料」を開発し，講習会等で肥

培管理の効率化や低コスト化を支援した結果，導入率が91％になった。

５ 今後の課題

（１）スナップえんどうの系統比較の年次間差の確認検討及びIPM技術の適期播種期検討

（２）ばれいしょのジベレリン処理の技術波及及びジャガイモシストセンチュウ抵抗品種

の安定生産技術の確立

（３）ブロッコリーの季節風・防鳥対策及びかごしまブランド団体活動支援

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

○園中光範

IPM実践ほ場で天敵確認 有望品種「さんじゅう丸」 関係機関と前進作型導入検討
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（２）活力ある果樹産地の育成

【成果の要約】

１ 果樹産地計画の推進

種子島地域果樹産地構造改革計画（令和３年１月策定）の目標達成に向けて，

中種子町のみで構成されている園芸振興協議会種子島支部果樹部門（以下：園振

協果樹部門）への西之表市（JA含む）の加入を誘導した。

２ マンゴー・パッションフルーツのブランド化

マンゴーでは，10月以降に発生する新梢の除去や秋期の低温遭遇時間が十分で

あったことから，必要な花芽は確保できた。パションフルーツ（以下：パッショ

ン）では，研修会や先進地研修により西之表市果樹振興会員の育苗に関する知識

習得及び技術の向上を図ることができた。

３ 果樹の新技術・新品種の導入

パッションにおいて，反収向上が期待でき県内他産地で普及が進みつつある「つ

り上げ仕立て」について，西之表市果樹振興会員に対して技術の概要を説明し，

導入に向けた足がかりとして，令和４年産の実証ほ設置に向けて誘導した。

１ 対象

西之表市果樹振興会13戸，西之表市パッションフルーツ部会５戸，JA種子屋久中種

子果樹部会36戸（タンカン部会22戸・マンゴー部会15戸），南種子町果樹部会14戸

２ 課題を取り上げた理由

パッションでは，新たに取り組む生産者がいることから生産技術の向上，生産拡大に

伴う販路拡大とJA出荷者の組織化，マンゴーでは，近年の気象変動で生産が不安定なこ

とに対する技術確立，かごしまブランド産地維持への対応，ポンカン及びタンカンの中

晩柑は，苗木導入での園地更新や生産安定を図る必要がある。

３ 活動内容

（１）果樹産地計画の推進

令和２年度に策定された種子島地域果樹産

地構造改革計画に新たに西之表市が位置づけ

られたことから，計画の目標達成に向けた活

動手段となる園振協果樹部門の体制強化のた

め，現地の果樹栽培状況等の確認を含めた担

当者会を３回実施し，産地の情報共有と西之

表市（JA含む）の加入を誘導した。

（２）マンゴー・パッションのブランド化

マンゴーでは，JAと共に剪定講習（８月），各園巡回（５，９月），花芽確保に向

けた管理講習（11月），低温積算時間測定のための温度測定（10～２月）等を実施し，

令和４年の安定生産に向けた取組を進めた。パッションでは，西之表市果樹振興会員

及びJA西之表市パッション部会員に対して，育苗の方法（母樹育成・更新等）につい

マンゴー剪定講習（中種子町）
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て説明・情報提供するとともに，奄美大島・喜

界島での先進地研修等を実施した。また，JA西

之表市パッション部会員５戸の仕立て法，植栽

本数，結果枝の間隔，推定収量等を調査して，

栽培上の改善点を提案すると共に，栽培暦の改

訂・配布，現地研修等による技術向上を図った。

（３）果樹の新技術・新品種の導入

ア パッション

反収向上が期待できる「つり上げ仕立て」に

ついて，西之表市果樹振興会員に対して技術の

概要を紹介し，令和４年産の実証ほ設置に向け

て誘導した（表紙写真）。

イ たんかん

令和２年度までに生産者19名，789本のトロイ

ヤーシトレンジ台（以下：トロイヤー台）たん

かん「垂水１号」が導入されている。カンキツ

類は着果させるまで４～５年を要することから，

着果させるまでの幼木の管理について栽培講習

会等で指導した。

４ 活動の成果

（１）果樹産地協議会の再編

各市町，JA，支庁の果樹担当者間で，現地の

状況確認及び情報共有を進めることができた。

西之表市（JA含む）の園振協果樹部門への加入

に目処がついた。

（２）マンゴー・パッションのブランド化

マンゴーでは，10月以降に発生する新梢の除

去や秋期の低温遭遇時間が十分であったことか

ら，必要な花芽は確保できた。パッションでは，

研修会や先進地研修により西之表市果樹振興会員の育苗に関する知識習得及び技術の

向上を図ることができた。

（３）果樹の新技術・新品種の導入

ア パッション 「つり上げ仕立て」に関心を持つ生産者が数名でてきた。

イ たんかん 今年度成果は特になし。

５ 今後の課題

（１）マンゴー：燃油高騰に対応した種子島に適する作型の検討

（２）パッション：反収・品質向上に向けた技術支援及び組織活動の活性化

（３）たんかん：トロイヤー台タンカンの果実品質確認及び安定生産へ向けた技術支援

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

○木﨑賢哉

奄美市でのパッション育苗研修

パッション研修会（西之表市）

トロイヤーシトレンジ台タンカン（左）

カラタチ台タンカン（右：落葉多）
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（３）活力ある花き産地の育成

【成果の要約】

１ 花き生産者組織の強化

（１）種子屋久農協花き振興会の再編により出荷規格の統一がなされ，種子島花き

生産者の一体感が高まった。また産地課題として老朽化ハウスの更新や新規栽

培希望者向けの低コストハウスの開発の必要性が共通認識された。

（２）西之表市花き振興会においてフェニックス・ロベレニーの共同育苗のシステ

ムが構築された。

２ レザーリーフファンの特産品化と生産安定

冬季の出荷量を安定させるための長期貯蔵の取り組みが実践段階に入った。

３ 新品目の生産振興

ヒサカキについて，その収益性や栽培事例について調査し，収益性指標や基本

的な栽培暦を作成した。

１ 対象

JA種子屋久花き振興会134戸，西之表市花き振興会18戸

レザーリーフ栽培農家，南種子町葉物生産振興会18戸

２ 課題を取り上げた理由

（１）種子島は栽培面積，生産量ともに日本一のレザーリーフファンの産地であるが，生

産者の高齢化や有利販売の必要性から組織力の強化が求められている。

（２）市場要求量に応える力強い産地づくりに向け冬季の生産安定を図る必要がある。

（３）新規品目の生産振興を図るため，新規栽培農家の確保と定着支援に向けた栽培技術

の平準化が必要である。

３ 活動内容

（１）花き生産者組織の強化

ア 各市町ごとのJA花き組織を一本化した「種

子屋久農協花き振興会」が発足し，新体制の

活動が始まった。

新たな取組として，①統一した内容での目

揃え会，②出荷物の品質の高位平準化を図る

ための品評会などが企画され，これらの活動

を重点的に支援した。

また生産者代表も交えて産地の課題を再検

討し，対策を協議した。

イ 西之表市花き振興会（共販外）はJA花き組織を補完する重要な組織であり，今年度

は特にフェニックスロベレニーやヒサカキなどの共同育苗の支援を行った。

（２）レザーリーフファンの特産品化と生産安定

ア 有利販売を図るための冬季の安定供給（長期貯蔵技術の推進），またGI（地理的産

地表示）の登録を推進した。

指導体制を一本化した目揃え会
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イ 関係機関と連携して胞子葉対策について検

討し，植え替え時のストレス軽減を図った実

証ほを設置した。

４ 活動の成果

（１）花き生産者組織の強化

ア 組織再編にあたって指導体制も一本化した

ことで，出荷規格の統一がなされ，種子島花

き生産者の一体感が高まった。島外の市場（実

需者）に対しても認知度の高い「種子島」産

の 花きとしてアピールできるようになった。

また関係機関やレザーリーフファン生産者

代表と産地課題に関する協議を行い，老朽化

ハウスの更新や新規栽培希望者向けの低コス

トハウス開発の必要性が共通認識された。

イ 西之表市花き振興会においてフェニックス

ロベレニーの共同育苗のシステムが構築さ

れ，新規栽培希望者向けの定植苗の提供を目

指して動き始めた。

（２）レザーリーフファンの特産品化と生産安定

ア 冬季の出荷量を安定させるための長期貯蔵

については実践段階に入っている。今年度も

出荷物の品質面の再確認を行った結果，適正

に収穫調整された切葉であれば，１ケ月貯蔵

しても日持ちには全く問題ない結果となった。

今後は生産者全体にこの取組の必要性を理

解してもらい，積極的に協力してもらう必要

がある。またGI登録については必要な情報の

収集整理を支援し，来年度の登録に向けて準

備が整った。

イ 植え替えた１作目の胞子葉が顕著であり，

対策の必要性が高いことから，要因と思われ

る定植時のストレス軽減を図った実証ほを設

置した。

（３）新品目の生産振興

ヒサカキについて，その収益性や栽培事例について調査し，収益性指標や基本的な

栽培暦を作成した。

５ 今後の課題

（１）レザーリーフファンの冬季の出荷量の向上

（２）ビニルハウスの老朽化対策の実践

（３）葉物，枝物類の育苗システムの確立

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

○今和泉尋及

枝物類の組織活動支援

共同育苗等に関する意見交換

レザーリーフファン胞子葉対策の実証ほ

レザーリーフファンの長期貯蔵の検証
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（４）肉用牛・酪農生産基盤の維持

【成果の要約】

１ 肉用牛生産基盤の維持

（１）模拡大農家の計画作成支援

規模拡大意向農家に対する増頭計画等の作成支援及び研修会等での自家保留

による増頭を啓発した。

（２）子牛育成技術の改善

新規就農者２名を対象に子牛育成飼料給与マニュアルに基づく子牛育成技術

指導を定期的に実施し，発育改善が図れた。

（３）良質粗飼料生産支援

優良草種として，夏作でアルファルファ，冬作でイタリアンライグラスとエ

ン麦，大麦との混播のモデル実証を行い，研修会で波及

（４）畜産におけるスマート農業機器の導入効果検討

導入農家に調査を実施し，ランニングコストや利用上の留意点等をまとめ，

子牛セリ時に情報提供を実施した。

２ 酪農生産基盤の維持

ツマジロクサヨトウ発生に対応したトウモロコシ作付体系として４月上中旬播

種（春植え）を検討・推進し，被害率の軽減を図れた。

１ 対象

西之表市和牛振興会188戸，中種子町和牛振興会173戸，南種子町和牛部会83戸，

西之表市酪農振興会14戸，中種子町酪農振興会７戸，南種子町酪農家１戸

２ 課題を取り上げた理由

肉用牛繁殖経営では，導入・保留による規模拡大で繁殖雌牛頭数は維持されてきてい

るが，子牛の発育のばらつきや損耗事故が多い。購買者の多くが島外である種子島では，

購買者誘致の観点から生産基盤の維持と子牛商品性向上が必要である。

酪農経営では，経産牛頭数及び出荷乳量が減少傾向にあるため，計画的な規模拡大に

よる生産基盤の維持が必要となっている。

３ 活動内容

（１）肉用牛生産基盤の維持

ア 規模拡大農家の計画作成支援

規模拡大計画作成農家に対し，関係機関と連携し，飼養管理施設の増築，増頭計画

及び資金計画の作成を検討した。また，各市町の経営改善計画作成や新規就農者巡回

指導において，計画的な母牛更新・増頭を推進した。今後も関係機関を含めて経営分

析等の支援や簿記記帳指導を継続する。また，飼養管理や子牛導入・自家保留による

増頭の推進等について，子牛セリにて情報提供した。

イ 子牛育成技術の改善

新規就農者２名において，毎月，役場，農協と連携

し，子牛飼養管理育成給与マニュアルの基づく子牛育

成技術指導を実施した。また，地域の子牛発育の斉一

性向上のため，マニュアルを子牛セリ時に配布し，波

及した。

ウ 良質粗飼料生産支援

優良草種として，夏作でアルファルファ，冬作でイ

タリアンライグラスとエン麦，大麦との混種のモデル

実証を行い，情報提供を実施した。

子牛育成指導（西之表市）
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エ 畜産におけるスマート農業機器の導入効果検討

ICTを活用した肉用牛の台帳管理や牛個体毎の発情や分娩等を監視できるシステム

が開発されており，管内でも中規模経営体を中心に導入が進んでいる。牛群管理シス

テム導入農家に調査を実施し，ランニングコストや利用上の留意点等をまとめ，子牛

セリ時に情報提供を実施した。また，12月に県立種子島高校が西之表市の導入農家に

おいて，スマート農業機器の視察研修を行い，支援した。

（２）酪農生産基盤の維持

令和元年より管内でも飼料用トウモロコシへのツマジ

ロクサヨトウ被害が発生している。生育初期での被害が

大きいことから，被害が発生する６月までに生育を促す

ため，慣例の５月中下旬播種より早い４月上中旬播種（春

植え）を推進し，被害率の軽減を図った。５月下旬（生

育40日前後）でツマジロクサヨトウが発生したが，前年

と比較し，被害は抑制された。

４ 活動の成果

（１）肉用牛生産基盤の維持

ア 規模拡大農家の計画作成支援

規模拡大農家３戸の計画作成支援を実施した。また，計画的な繁殖雌牛の導入・保

留が行われ，地域目標の850頭を達成した。

イ 子牛育成技術の改善

新規就農者２名において，子牛飼養管理育成給与マニュアルを実践

ウ 良質粗飼料生産支援

優良草種のモデル実証及び子牛セリ市での情報提供

エ 畜産におけるスマート農業機器の導入効果検討

ランニングコストや利用上の留意点等をまとめ，子牛セリ時に情報提供を実施

（２）酪農生産基盤の維持

ツマジロクサヨトウ発生に対応したトウモロコシ作付体系として４月上中旬播種

（春植え）を検討・推進し，被害率の軽減を図れた。

５ 今後の課題

（１）肉用牛生産基盤の維持

ア 規模拡大希望農家の掘り起こしと規模拡大計画作成支援を引き続き検討

イ 新規就農者を対象とした飼養管理マニュアルの実践による子牛の発育改善

ウ 飼料高騰，規模拡大に応じた粗飼料確保のため，優良品種等の実証，作付推進

エ スマート機器の導入にあっては，農家の技術レベルと費用対効果の検討が必要

（２）酪農生産基盤の維持

トウモロコシの４月上中旬播種（春植え）のため，冬作の早期作付体系の提案

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

○柴田幸児

種子島高校の導入農家視察

ツマジロクサヨトウ被害状況

表 管内の ICT 機器導入農家数（肉用牛振興協議会及び農政普及課調査）
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（５）種子島の特長を生かした極早生茶産地の構築

【成果の要約】

１ 所得を最大化する最終摘採技術の検討

労力とコストをかけずに樹勢回復が可能な最終摘採技術（樹勢の弱い品種は四番

茶を摘まない）が地域に広がった。約68％の茶農家が，「茶樹の生育に配慮して四

番茶摘採を見送った」とアンケートで回答した。

２ 農薬散布量削減による低コスト省力化技術の導入推進

平成30年度比で茶農家の約70％が農薬散布量を削減し，約45％は年間の農薬散布

回数も削減できた。農薬削減と土着天敵類を生かした防除技術の普及が進んだ。

３ 茶業経営の維持・収入確保対策

「高く評価してくれる」お茶屋との直販ルートをつくり，農家所得の向上を図る

ために「私の「一番」茶プロジェクト」を立ち上げた。新たな販路に活路を求める

企画の展開で，種子島茶業の復活に向けた「基盤整備」を行うことができた。

１ 対象

西之表市茶業振興会25戸，中種子町茶業振興会２戸，南種子町茶業振興会６戸，

種子島茶業研究会８名

２ 課題を取り上げた理由

（１）これまで種子島では，温暖な気候を活かして四番茶まで摘採することで収益を上げ

てきた。しかし，樹勢が弱い品種の四番茶摘採は，「稼ぎ頭」である翌年一番茶の生

育に悪影響を及ぼすことが明らかになりつつあった。

（２）荒茶単価の低迷や燃油価格の高騰等によって，個人茶工場では島内の荒茶製造を二

～三番茶期で終了せざるを得ない状況が増えてきている。夏茶収入の減少分を補える

一番茶が得られる茶園管理の必要性が高まっている。

（３）茶業を取り巻く状況は近年極めて厳しい。茶業経営の維持を図るためには，生産コ

ストおよび労力のより一層の削減や各種経営維持対策が必要である。

３ 活動内容

（１）種子島茶の収益性向上対策（所得を最大化する最終摘採技術の検討）

‘さえみどり’と‘ゆたかみどり’の最終摘採の整枝位置について検証した。また，

‘やぶきた’を二番茶摘採後に浅刈りし，最終摘採時期を次年度の一番茶に向けて最

適期に調整する整枝方法の実証ほを設置した（成果は次年度以降）。

（２）農薬散布量削減による低コスト省力化技術の導入推進

これまでの実証結果や発生予察データを示しながら，農薬散布量の削減指導を展開

した。また，侵入害虫チャトゲコナジラミの発生状況と天敵類の調査も併せて行った。

（３）茶業経営の維持・収入確保対策

「高く評価してくれる」お茶屋と種子島の茶農家間に直販ルートをつくり，農家所

得の向上を図るために「私の「一番」茶プロジェクト」を立ち上げ，各都道府県から

選抜した約230件のお茶屋等にPR資料を送付した。また，販促個別対策も行った。

（４）熊毛地区茶業検討会（令和３年11月10日）で生産者アンケートを実施し，回答数は

20，回答率は80%（20/25）だった。本アンケート結果を普及活動評価の指標とした。
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４ 活動の成果

（１）種子島茶の収益性向上対策（所得を最大化する最終摘採技術の検討）

ア 樹勢が強いゆたかみどりの三番茶芽を７月下旬まで伸ばす場合，翌年一番茶を考

慮すると，整枝位置は二番茶摘採位置から＋２cm程度が適する可能性を見いだせた。

イ 樹勢が強くないさえみどりの三番茶芽を７月下旬まで伸ばした場合，翌年一番茶

を考慮すると，整枝位置は頂芽平均位置が適する可能性を見いだせた。

ウ 三番茶芽を７月下旬まで伸ばす場合と，二番茶後に浅刈りを行う場合の翌年一番

茶への影響の判定については，令和４年度産の一番茶調査が必要である。

エ 種子島における四番茶を摘採しない場合の最終摘採（整枝）の高さと時期につい

てはまだ事例が少ない。今後も事例を蓄積しながら検討を深める必要がある。

表 試験区の秋番茶と一番茶の収量

注）摘採（整枝）日は，令和２年秋番茶が両品種ともに10月27日，令和３年一番茶

はゆたかみどりが４月１日，さえみどりが３月31日であった。

（２）農薬散布量削減による低コスト省力化技術の導入推進

平成30年度（赴任前）と比べて茶農家の約70％が農薬散布量を削減し，約45％は年

間の農薬散布回数も削減できた。茶の農薬散布量は10a当たり200Lが常識であったが，

茶農家の約65％が180未満～160L/10a，約18％が160未満～130L/10a，約６％が100L未

満/10aで農薬散布を行うようになった。また，侵入害虫チャトゲコナジラミの種子島

における年間発生パターンと，天敵シルベストリコバチの存在も明らかにできた。

（３）茶業経営の維持・収入確保対策

種子島の茶業推進協議会会員数が減少し，

依然厳しい状況が続いている。しかし，新た

な販路に活路を求めて「私の「一番」茶」プ

ロジェクトを企画展開したことで，種子島茶

業の復活に向けた「基盤整備」を行うことは

できた。また，令和３年度鹿児島県茶品評会

において坂本達弥氏が３等に入賞したこと

も，種子島茶のPRにつながった。

５ 今後の課題

（１）品種特性を生かす栽培・製造技術の向上

（２）新規販路の維持拡大

（３）労働力対策（外国人技能実習制度の活用等）

（４）各茶農家の「営業力」と「茶の仕上げ技術」の強化

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

○鹿子木聡

二番茶+2cm
7/27 刈捨区

二番茶+6cm
7/27 刈捨区

二番茶+1.5cm
7/28 刈捨区

二番茶+3.0cm
7/28 刈捨区

R2秋番茶 収量（kg/10a） 615 687 344 387
収量（kg/10a） 477 331 520 669
葉数（枚） 3.6 3.4 3.1 3.1
出開き（％） 64.8 80.8 92.6 78.2
芽数（20cm×20cm内本数） 60.5 70.5 114.0 99.0
芽長（cm） 4.6 3.9 2.7 3.4
100芽重（g） 54.7 49.0 35.0 37.0

秋番茶＋一番茶収量計(kg/10a) 1,092 1,018 864 1,056

R3一番茶

ゆたかみどり さえみどり

時期 項目

私の「一番」茶プロジェクト
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（６）スマート農業の取組

【成果の要約】

１ ドローンの普及促進

（１）ドローンの新たな受託組織の設立及び農業用ドローン２機の整備が図られ，次

年度以降の近隣地域からの農薬散布受託が見込まれている。

（２）島内に３名の新たなドローンオペレーターが育成された。

（３）さつまいも病害虫への薬剤散布を実証し，効果を確認した。

２ 畜産部門

（１）牛群管理システム導入農家に調査を実施し，ランニングコストや利用上の留意

点等をまとめ，子牛セリ時に情報提供を実施した。

１ 対象

種子島南部ドローン防除組合７戸，島内ドローン導入志向農家

さつまいも栽培農家，畜産ICT機器導入農家及び関係機関

２ 課題を取り上げた理由

（１）本県では農業の持続的な発展を図るため，スマート農業への取組を推進している。

種子島地域においても，耕種部門ではドローンが８件，生産工程管理システムが１件

（組織），畜産部門では歩数型発情発見装置６件，分娩監視カメラ28件，分娩監視シ

ステム14件，牛群管理システム４件導入されており，今後も省力化の推進や生産性の

向上を図るため，普及拡大に向けて実態の把握が必要である。

（２）高齢化が進む農業の現場では，病害虫防除の労力軽減に向けてドローンの普及が

期待されており，受委託の仕組みづくりや，新たなオペレーターの養成が必要である。

３ 活動内容

（１）ドローンの普及促進

ア 受託組織の育成

ポストコロナ農業生産体制革新プログラム

事業を活用し，南種子町と連携して農業用ド

ローンの受託を視野に入れた営農組織の立ち

上げとドローンの導入を支援した。

また自家及び受託での農薬散布計画の作成，

受託の周知方法や利用料金設定などの仕組み

づくりも支援し，関係機関で情報を共有を図

った。

イ 技能者の育成

８月７日から５日間に渡り中種子町中央公

民館にて行われた，農業用ドローン技能者育

成研修会の開催を支援した。

技能取得希望者の経費的な負担を軽減する

ため講師を種子島へ招いたもので，技能研修

希望者３名が参加した。

種子島南部ドローン組合の活動支援

ドローン技能者育成研修会
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ウ さつまいも病害虫防除への活用

さつまいもでは基腐病などの防除にドローンの活

用が期待されていることから，西之表市の栽培現地

で基腐病や害虫対策を目的としたドローンによる農

薬散布の効果確認を行った。

（２）畜産部門

ア ICT機器導入農家の実態調査

牛群管理システム導入農家に調査を実施し，ラン

ニングコストや利用上の留意点等をまとめ，子牛セ

リ時に情報提供を実施した。システム導入にあたっ

ては，農家の技術レベルを考慮する必要がある。ま

た，12月に県立種子島高校１年生が西之表市の導入

農家において，スマート農業機器（ファームノート

カラー，牛温恵等）の視察研修を行い，支援した。

４ 活動の成果

（１）耕種部門におけるドローンの普及促進

ア 受託組織の育成

ドローンの新たな受託組織（種子島南部ドローン受託組合）の設立及び農業用ドロ

ーン２機の整備が図られた。今年度の稼働については，受託システムの整備がまだ不

十分だったことなどもあり，計画28.7haに対して約10haの実績にとどまった。次年度

以降は近隣地域からの農薬散布受託（水稲，ばれいしょ，さとうきびなど）を含めて

約70haの稼働が見込まれている。

イ 技能者の育成

中種子町及び南種子町から新たな３名のドローンオペレーターが育成された。将来

の地域営農への貢献が期待されている。

ウ さつまいも病害虫防除への活用

今回は既に基腐病が発生して抜き取りを行ったほ場での薬剤散布となった。またチ

ョウ目害虫の被害も目立っていたため，殺虫剤も混用して実証した。

調査の結果，ドローンによる散布は，動噴に比べて基腐病防除に対する効果は劣っ

た。ただし，チョウ目害虫の被害軽減には明確な効果が得られており（達観），今後

の利用が期待される。

（２）畜産部門

ア ICT機器導入農家の実態調査

今後の導入を検討する資料としてランニングコストや利用上の留意点等をまとめ，

子牛セリ時に情報提供を実施

５ 今後の課題

（１）種子島南部ドローン受託組合の活動支援（持続性ある組織への育成）

（２）スマート農業関連機器の管内への導入事例の調査

６ 担当した普及職員（○はチーフ）

○今和泉尋及，清本なぎさ，柴田幸児

さつまいもへのドローン活用

畜産ＩＣＴ機器（発情発見装置）



Ⅱ 実証ほ・展示ほ等の成績
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１ サツマイモ基腐病の被害軽減効果の実証（原料用さつまいも）

１ 目 的
サツマイモ基腐病対策として，薬剤散布等の単独対策では効果が低いことが分かって

おり，「３ない対策」による総合的な対策が重要であることから，原料用さつまいもで
の抵抗性品種の導入【試験１】及び健全苗の確保対策【試験２】について実証する。

２ 実証ほの設置状況
【試験１】「こないしん」の現地実証栽培
（１）実証内容

既存品種に比べ基腐病に対し抵抗性を有するとされる「こないしん」について，種
子島における発生程度や収量性等について「シロユタカ」と比較検討する。

（２）実証場所 西之表市国上
（３）供試品種 「こないしん」，「シロユタカ」（対照）
（４）苗床耕種概要

ア 苗の来歴：こないしんは種いも継代，シロユタカは前年バイオ苗からの種いも
イ 伏 込 み：令和３年２月21日，土壌消毒なし
ウ 苗床生育：種芋腐敗５％程度 基腐病１％※(随時抜取り)

※ 令和２年は数株程度，令和３年はシロユタカが主でこないしんは２株程度
エ 本ぽ前作：直近５年間はでん粉用さつまいも※（冬作なし）

※ 令和２年の基腐病発生は，ほ場の一部では20～30％，試験区部分はなし
オ 本ぽ準備：土壌消毒なし，心土破砕（プラウ耕）
カ 有 機 物：牛ふん堆肥 ２トン/10a
キ 定 植：令和３年６月13日（生分解性黒マルチ）
ク 作 式：畝幅105cm，株間42cm，2,267株/10a
ケ 病害防除：苗消毒 ６月10日 ベンレート水和剤（750倍，30分間浸漬）

本 ぽ 10月２日 アミスター20FL（32倍）＋プレバソンFL（16倍）
ドローン散布 1.6L/10a

【試験２】スナップえんどう畝連続利用による種いも生産の検討
（１）実証内容

冬作スナップえんどうの畝を利用した種いも栽培における発病低減効果の確認
（２）実証場所 西之表市国上
（３）供試品種 「シロユタカ」
（４）耕種概要等

ア 本ぽ前作：スナップえんどう栽培（５年以上さつまいも作付けなし）
イ 土壌消毒：スナップえんどう栽培時，ピクリン畝内消毒
ウ 定植時期：令和３年６月27日
エ 試験区の特徴：スナップえんどうで使用した畝・マルチを連続利用して栽培

白黒ダブルマルチ，無施肥，不耕起栽培
（以下「スナップ跡」と表記）

参 考 区 ：定植前に耕うん後，再度畝立てし黒マルチを被覆
オ 作 式：畝幅163cm，株間28cm，2,191株/㎡
カ 病害防除：苗消毒 ６月26日 ベンレート水和剤（750倍，30分間浸漬）

本ぽなし
キ 苗の来歴：種子屋久農協のバイオ苗を直接定植（自家増殖なし）

３ 結果及び考察

【試験１】「こないしん」の現地実証栽培
（１）株基部の発病状況

基腐病の初発はシロユタカが８月19日（定植67日後），こないしんが９月６日（定
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植85日後）であった。生育期間を通して，こないしんの発病株率はシロユタカに比べ
低く推移し，収穫時点（生育期間137日）でのこないしんの発病株率はシロユタカの
23％に対し，10％と半分程度であった（表１）。

表１ 基腐病の発生推移（発病株率）

注１）各区22㎡（連続25株×２畦＝50株分）×２箇所の株基部の累積発病株率

注２）※は当初調査株数で，８月から９月までの発生株は調査後に抜き取り

（２）収量
こないしんの健全いもは，いも重が3,124kg/10a（シロユタカ比121％），いも個数

が14,250個/10a（シロユタカ比71％），１個重が439gでシロユタカに比べ多収で，１
個重が重い特性が確認された。

また，こないしんの腐敗いもは，いも重が84kg/10a（シロユタカ比55％），いも個

数が569個/10a（シロユタカ比56％）とシロユタカの約半分にとどまった（表２）。

表２ 収量（令和３年10月29日，生育期間138日）

注１）※：調査対象株は当初の各区22㎡（連続25株×２畦＝50株分）×２箇所の調査株の

うち８月から９月までの抜き取り株を除く残存株

（３）まとめ
こないしんの基腐病発病状況及び収量性をシロユタカを対照に検討した結果，基腐

病の発生状況，発病進展はシロユタカに比べ軽く，健全いも収量も２割程度多いこと
が確認された。

【試験２】スナップえんどう畝連続利用による種いも生産の検討
（１）株基部の発病状況

スナップ跡区では生育期間は未発生であったが，収穫日の11月５日（定植131日後）
に１株（発病株率２％）発生が認められた（表３）。

表３ 基腐病の発生状況（シロユタカ）

※（参）再畝区は定植前に耕うん後，再度畝立てし黒マルチを被覆

発病株率％（定植後日数）

品種名 7月6日 7月26日 8月19日 9月6日 9月24日 10月12日 10月28日

株 （23日）（43日）（67日）（85日）（103日）（121日）（137日）

こないしん 100 0 0 0 1 5 8 10

シロユタカ 100 0 0 1 4 10 19 23

調査株数※

健全いも（10aあたり） 腐敗いも（10aあたり）

品種名 いも重 いも個数 １個重 いも重 いも個数

（kg） 対照比 （個） 対照比 （g/個） （kg） 対照比 （個） 対照比

こないしん 3,124 121% 14,250 71% 439 84 55% 569 56%

シロユタカ
(対照)

2,579 － 20,091 － 255 154 － 1023 －

発病株率％（定植後日数）

区　名 調査株数 7月26日 8月19日 9月6日 9月24日 10月12日 11月5日

株 （29日後）（53日後）（71日後）（89日後）（107日後）（131日後）

スナップ跡 50 0 0 0 0 0 2

（参）再畝 22 0 0 0 4 4 4
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（２）収量・品質
スナップ跡の６月下旬植え，生育期間131日での総収量は3,536kg/10aと比較的多収

であった（表４）。
重量別でみると，400g以上の大いもが重量（1,529/10a），個数（2,761kg/10a）と

も最も多く，種いもに適する200g～300g重のいもは重量が603kg/10a（構成比17％），
個数が2,410個/10a（構成比18％）であった（表４）。

種いもに適さない外品は腐敗いも（株基部黒変株の着生いもすべて）が，重量111
kg/10a，個数526個/10a，裂開いもが重量78kg/10a，個数175個/10aであった。また，
通常，畝立時に施薬が必要となる土壌害虫の被害が懸念されたが，コガネムシ類やハ
リガネムシ類による虫害は認められなかった（表４）。

表４ 収量・品質（シロユタカ，令和３年11月５日，生育期間131日）

注１）株基部黒変株の着生いもは腐敗がなくても全て腐敗いもに分類（種いも規準）

注２）虫害はハリガネムシ類

（３）まとめ
冬作スナップえんどう畝の連続利用種いも栽培は，基腐病被害が軽微なことから，

健全種いも確保対策として有望であると考えられる。

４ 残された課題及び利用上の留意点
（１）新品種「こないしん」は，既存品種に比べ，基腐病発病程度は軽いが，完全な抵抗

性までは有しないことから，異常株の抜き取りや薬剤防除等の対策は必須である。
（２）スナップえんどう跡での種いも栽培は，今回，６月下旬植え，11月上旬（131日栽

培）での試験条件下で，大いも傾向にあったことから，種いも規格に適した栽植様式，
栽培日数を考慮する必要がある。

５ 担当した普及職員（○は執筆者）
○重水剛

健全いも(10aあたり)

重量別いも重・いも個数

区　名 50g未満
50～

200g未満
200g～
300g未満

300～
400g未満

400g以上

重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数
(kg) (個) (kg) (個) (kg) (個) (kg) (個) (kg) (個) (kg) (個)

スナップ跡 32 789 582 5,083 603 2,410 790 2,279 1,529 2,761 3,536 13,321

（参）再畝 38 1,038 717 6,227 439 1,845 603 1,730 1,050 1,845 2,847 12,685

外品（10aあたり）

区　名 腐敗いも 虫害いも 裂開

重量 個数 重量 個数 重量 個数
(kg) (個) (kg) (個) (kg) (個)

スナップ跡 111 526 0 0 78 175

（参）再畝 34 461 53 115 0 0

合計
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２ 青果用さつまいも「安納紅」新系統の収量と品質の検討

１ 目 的

近年，安納紅の育苗で「長つる」（節間が長く，茎が細い個体）が発生し，問題となっている。

熊毛支場で選抜中の新系統は「長つる」の発生がないことから，バイオ苗の基株として更新するた

め，現地において新系統の収量や品質について検討する。

２ 実証ほの設置状況

（１）設置場所及び耕種概要

ア 設置場所 西之表市

イ 耕種概要

（ア）対象作物 さつまいも（品種：安納紅）

（イ）前 作 平成30年～令和２年さとうきび

（ウ）土壌消毒 なし

（エ）施肥（kg/10a） 種子島さつまいも配合80，マルチサポート40，鶏ふん200

（オ）定植時期 令和３年６月11日定植（黒ポリマルチ）

（カ）病害防除 苗消毒（ベンレート水和剤），アミスター２回，Zボルドー２回

（キ）収 穫 日 10月29日（栽培期間140日）

（２）試験区の構成

試験区 系統の由来 育苗場所

Ｂ１（慣行） 従来の系統 農家育苗ハウス

紅３－５－２ 新系統（熊毛支場選抜） JA育苗ハウス

（３）調査方法

生育中及び収穫時の基腐病発生状況と収量，貯蔵後の糖度を調査した（１区10株×３連）。

３ 結果及び考察

（１）定植後の「紅３－５－２」の茎は「Ｂ１」より短く，長つるの症状は見られなかった。また，

葉色は「Ｂ１」に比べ濃かった（達観）。

（２）収穫時，基腐病の病徴がない株割合は「紅３－５－２」で73％，「Ｂ１」で44％であった(表１)。

（３）「紅３－５－２」のＬ＋Ｍ収量は「Ｂ１」を下回ったものの，Ａ品収量,Ａ＋Ｂ品収量は「Ｂ１」

を上回った。同様に出荷商品（Ａ品＋Ｂ品＋Ｃ品）における１株個数，重量は「Ｂ１」を上回った。

「Ｂ１」は基腐病による外品が多かった（表２）。

（４）「紅３－５－２」の果皮色，果肉色は，「Ｂ１」と遜色なかった（達観）。

（５）「紅３－５－２」の糖度（Brix）は，平均値，最小値とも「Ｂ１」を上回った（表３）。

（６）以上の結果から，新系統「紅３－５－２」は従来の系統と同等以上の収量，品質であった。

４ 残された課題及び利用上の留意点

産地導入後の課題の抽出と「Ｂ１」に比べ，基腐病の発生が少なかったことから発生状況を確認

する。

５ 担当した普及職員（○は執筆者）

○清本なぎさ
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＜具体的データ＞

表１ 収穫前の基腐病の発生状況 （10株×３反復／区）

表２ 収量 （10株×３反復／区）

表３ Ｂｒｉｘ調査 （％）

調査日：12月17日（常温貯蔵49日後）

図３ イモの形状・皮色

(左:｢紅3-5-2｣,右:｢B1｣)

図１ 収穫時の地上部の様子

(左:｢B1｣,右:｢紅3-5-2｣)

図２ 収量調査

(左:｢B1｣,右:｢紅3-5-2｣)

区名

0 1 2 3

Ｂ１ 44 13 23 20

紅3-5-2 73 7 7 13

指数別の発病程度(％)

指数（株基部からイモまでの症状を表したもの）
0：基腐病の病徴なし,1：茎に病徴(藷梗に病徴なし)，2：藷梗まで
病徴，3：塊根まで病徴

　　　　　　　　

A品（L＋M） B品 A＋B品 C品(軽微な基腐) 合計 個数 重さ(g)

Ｂ１ 1,238(610) 82 1,320 289 1,609 4.1 574

紅3-5-2 1,632(476) 77 1,709 90 1,799 5.7 641

区名
収量（kg/10a） 1株当たり

L M S 2S 基腐 形状不良等 合計

Ｂ１ 14 36 25 26 565 43 608

紅3-5-2 8 21 36 35 124 28 152

外品の収量(kg/10a)
区名

A品の規格割合(％）

区名 平均値 最小値

Ｂ１ 13.9 12.9

紅3-5-2 16.0 14.8
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３ ばれいしょ県育成品種「しまあかり」，「さんじゅう丸」

の現地適応性試験

１ 目 的

種子島のばれいしょの品種は「ニシユタカ」であるが，種場産地の北海道は，近年，

シストセンチュウにより種生産に支障を来しており，県でも今後シストセンチュウ抵抗

性品種への転換を進めていく方向である。

そこで，令和６年度からの普及に向けて，ジャガイモシストセンチュウ抵抗品種とし

て県が育成した「しまあかり」と長崎県が育成した「さんじゅう丸」について，現地適

応性を試験し，地域の導入・普及を検討する。

２ 実証ほの設置状況

（１）設置場所：西之表市立山

（２）耕種概要：

ア 対象作物 ばれいしょ

イ 作型（植付け日） 冷蔵種いも（令和３年10月18日）

ウ 作式及び施肥 作式…畦幅105cm×株間20cm

施肥…基肥（地区基準に準じる）

（３）試験の構成

ア 試験区 しまあかり

イ 対照区 ニシユタカ，さんじゅう丸

３ 結果及び考察

（１）萌芽

ア 11月1日時点の「しまあかり」の出芽は20％，「さんじゅう丸」の出芽は55％で，「ニ

シユタカ」に対し遅い傾向であった（表１）。

イ 11月15日の最終萌芽調査では，「しまあかり」の出芽率が96％，「さんじゅう丸」

の出芽は97％で高く，「ニシユタカ」に対し同等であった（表１）。

表１ 萌芽状況調査

（２）生育

ア 11月18日時点の「しまあかり」の株当たりの茎数は1.7本で他２品種に対し少ない

傾向であった。他２品種は，品種間の差が小さかった（表２）。

表２ 生育状況調査

調査日： 11月1日 調査日： 11月8日 調査日： 11月15日

品種名
調査
株数

出芽
株数

出芽率
(%)

調査
株数

出芽
株数

出芽率
(%)

調査
株数

出芽
株数

出芽率
(%)

しまあかり 112 22 20 112 103 92 112 108 96

さんじゅう丸 99 54 55 99 90 91 99 96 97

ニシユタカ(対照) 120 104 87 100 99 99 100 100 100

調査日： 11月1日 調査日： 11月18日
品種名
しまあかり
さんじゅう丸
ニシユタカ(対照)
注）調査株数（２カ所合計）：しまあかり103株　さんじゅう丸90株　ニシユタカ99株

1.7 2.6

茎数/株 茎数/株
0.2 1.7
1.1 2.7
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（３）個数，収量，そうか病発生等

ア ａ当たり規格品個数

（ア）１月26日の収穫時の「しまあかり」の規格品個数は5,487個で，「ニシユタカ」

に対し，110％で多く，２Ｌ＋Ｌ規格個数（ニシユタカ比103），総個数（ニシユタ

カ比107）もやや多い傾向であった（表３）。

（イ）１月26日の収穫時の「さんじゅう丸」の規格品個数は5,659個で，「ニシユタカ」

に対し，113％で多く，２Ｌ＋Ｌ規格個数（ニシユタカ比126），総個数（ニシユタ

カ比105）もやや多い傾向であった（表３）。

表３ 個数調査（調査日：令和４年１月26日）

イ ａ当たり収量

（ア）「しまあかり」の規格品収量は339kgで，「ニシユタカ」に対し96％でやや低く，

２Ｌ＋Ｌの規格品収量は88％％で更に低く小玉傾向であった（表４）。

（イ）「さんじゅう丸」の規格品収量は391kgで，「ニシユタカ」に対し110％で多く，

２Ｌ＋Ｌの規格品収量は120％％で多く，大玉傾向であった（表４）。

表４ 収量調査（調査日：令和４年１月26日）

ウ そうか病等発生

（ア）「ニシユタカ」はそうか病がやや発生したが，「しまあかり」，「さんじゅう丸」

は，そうか病の発生が確認されなかった（表５）。

（イ）粉状そうか病は３品種とも発生が確認されなかった（表５）。

表５ そうか病等発生調査（調査日：令和４年１月26日）

４ 残された課題及び利用上の留意点

（１）「しまあかり」の萌芽の早進化及び安定技術の確立

（２）「しまあかり」の大玉生産技術の確立

５ 担当した普及職員（○は執筆者）

○園中光範

(調査株数20株，個/a）

階級 ３Ｌ ２Ｌ Ｌ Ｍ Ｓ ２Ｓ ３Ｓ 規格外
規格品
個数

(指数) 2L+L
(指
数)

総個数 (指数)

しまあかり 0 138 1,286 1,883 597 597 367 619 5,487 110 1,423 103 6,106 107

さんじゅう丸 0 283 1,461 1,744 990 330 518 333 5,659 113 1,744 126 5,992 105

ニシユタカ(対照) 190 429 952 1,333 429 286 667 714 5,000 100 1,381 100 5,714 100

(調査株数：20株，kg/a）

階級 ３Ｌ ２Ｌ Ｌ Ｍ Ｓ ２Ｓ ３Ｓ 規格外
規格品
収量

(指数) 2L+L
(指
数)

総収量 (指数)

しまあかり 0 20 138 132 23 14 4 8 339 96 158 88 347 96

さんじゅう丸 0 44 170 117 37 7 6 11 391 110 214 120 403 112

ニシユタカ(対照) 51 71 107 91 16 6 6 6 355 100 179 100 360 100

個数 重量kg 個数 重量kg 個数 重量kg 個数 重量kg 個数 重量kg

しまあかり 6,106 347 0 0 0 0 0 0 0 0

さんじゅう丸 5,992 403 0 0 0 0 0 0 0 0

ニシユタカ(対照) 5,714 360 48 2 0.8 0.6 0 0 0 0

総収量 そうか病
そうか病
発生割合％

粉状そうか病
粉状そうか病
発生割合％

さんじゅう丸
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５ レザーリーフファンのモデルハウス開発に向けた検討

１ 目 的

種子島のレザーリーフファンはビニルハウス等を利用する島内の貴重な園芸作物で，

国内最大の作付面積を有する。また生産量，産出額も全国一の産地で，種子屋久農協は

「かごしまブランド団体」にも認定されている。

ただし，施設面では30年以上経過して老朽化したハウスが多く，近い将来に利用でき

なくなる可能性が高い。さらに近年は高齢化も進み，労働力の低下が目立っており，毎

年行うべきビニル除去（高温対策）や被覆（保温対策）の作業は重労働で，実践できな

い農家が多い。

また，近年ハウス価格は高騰しており，現状では建て替え，新規導入をできる農家は

少ない。以上のようなことから，近年は産地全体として生産規模が減少傾向にあり，生

産者は将来へ向けての生産意欲が低下している。

そこで，生産者・関係機関で将来の産地維持に向けた協議を行い，課題を共有し，対

策の実践に向けたスケジュールを作成する。

２ 解決策の検討

（１）種子島のレザーリーフファンの現状（生産量の推移，年齢構成，ハウスの老朽化の

現状，ハウスの建設費の高騰など），課題について検討する。

（２）種子島のレザーリーフファンの現状

に適した，低コストで多機能（フルオ

ープン，集雨機能）な施設の開発に向

けて生産者代表，関係機関と協議する。

将来的には地域の標準型施設として

位置づけられることを念頭に置き，来

年度以降の地域振興推進事業の活用を

含めて３カ年程度のスケジュールを作

成する。

３ 結果及び考察

（１）課題の把握と普及生の高いモデルハ

ウスの検討

生産者や地元関係機関と協議を重ね，

低コストで多機能なハウスの開発・普及

は，新規栽培農家の確保，既存農家のハ

ウス更新や規模拡大，産地の活性化のた

めに是非とも必要な取り組みとして共通

認識された。

また生産者代表らの意見を踏まえて，モデルハウスの兼ね備えるべき機能は以下のよ

うに整理した。

生産振興に関する意見交換会

老朽化が進むKPHN型ハウス
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①強風に耐える

→平張（安価な防風施設）活用

②冬期の保温ができる被覆施設である

→簡易なビニルハウス活用

③夏期の高温対策が省力でできる（高齢

化対策）

→フルオープンハウス

平張の巻き上げ機能

④ビニル被覆及び除去作業が不要（高齢

化対策）

→フルオープンハウス

⑤水の確保ができること など

→集雨機能付き

以上を踏まえて，従来のハウスよりも機

能性を高めつつ，最低限のコストに抑えた，

レザーリーフファン農家が導入しやすい施

設の開発を目指すこととなった。

（２）モデルハウスの開発・普及に向けたスケジュールの検討

関係機関と協議し，来年度以降の地域振

興推進事業を活用して以下のようなスケジ

ュールを作成した。

①令和４～５年度

前述のような機能を備えた低コストな

モデルハウスの試作（メーカー委託）

②令和６年度

農家による栽培実証

③令和７年度以降

地域の標準型ハウスとして普及開始

４ 残された課題及び利用上の留意点

（１）来年度以降の地域振興推進事

業の活用

（２）生産者全体へのモデルハウス

の必要性の周知

（３）モデルハウス設置農家の選定

５ 担当した普及職員（○は執筆者）

〇今和泉尋及

モデルハウスに関する検討

低コストで導入できる防風施設（平張）

モデルハウスのイメージ（平張内部に簡易ハウス）

フルオープンハウスの活用
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６ 自給飼料増産への取組（優良品種の実証）

１ 目 的

生産牛農家の減少と繁殖用雌牛の頭数が年々減少しているなか，粗飼料価格が高値で

推移しており，肉用牛生産基盤を維持・拡大していく上でも，自給粗飼料の確保が重要

となっている。そこで粗飼料の増産を目的に，冬作及び夏作の優良品種の実証を図り，

種子島での適地性を検討した。

２ 実証ほの設置状況及び結果

【冬作実証】

（１）目 的

イタリアンライグラスの早生品種（いもち病抵抗

性品種）を試作し，冬場の飼料確保を図る。

（２）設置場所 中種子町，南種子町

（３）試験品種及び播種量，播種日，特性

ア Kyusyu１ ：４kg/10ａ（令和２年10月５日) 極早生，いもち病抵抗性，耐倒伏性

イ はやまき18：４kg/10ａ（令和２年10月14日） 早生，いもち病抵抗性

（４）結果及び考察（表１）

ア 両区ともに，いもち病等の発生は見られなかった。雑草（ツメクサ）の発生があっ

たが，収穫期前のため農薬散布は実施できなかった。

イ Kyusyu１の生育は，非常に良好であり，年内刈りも可能であったが，悪天候のため，

年明けの収穫となった。夏作とうもろこしの播種を４月上旬にするため，２番草の収

穫時期を３月上旬にしていたが，生育も良好で十分な収量を得られた。実証農家から

は耐倒伏性も十分で，収量も多く，好評であった。

はやまき18は発芽は良好であったが，初期生育が不良であったため，11月下旬に追

肥を実施した。年明けから生育が進み，２月下旬に１番草を収穫，収量は多めにとれ

た。実証農家からは葉・茎が太いので，青刈りに向いているとの意見だった。

表１ 収量調査結果

生育状況（Kyusyu１） 生育状況（はやまき18）

生育期間 草丈 生草収量 乾物率 乾物収量
（日） （ｃｍ） （kg/10a） （％） （kg/10a）

イタリアンライグラス １番草 R3.1.15 102 穂ばらみ期 84.4 5,400 14.8 796.7
（Kyusyu1) ２番草 R3.3.4 48 穂ばらみ期 79.9 3,500 16.3 575.1

イタリアンライグラス １番草 R3.2.25 134 出穂前 89.6 5,700 15.3 870.8
（はやまき18) ２番草 R3.4.19 53 出穂前 70.9 3,050 16.2 495.7

草種・品種名 刈取日 刈取時期
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【夏作実証】

（１）目 的

アルファルファは永年作物であり，１回の播種で数年の収穫が可能な上，３月下旬

から10月まで年５～６回の収穫が可能なことから，多回収穫による粗飼料増産を図る。

（２）設置場所 西之表市（種子島高等学校）

（３）試験品種及び播種量，播種日，特性

ネオタチワカバ：４kg/10ａ（令和３年10月27日）直立型で太茎，耐倒伏性

（４）施肥管理

アルファルファは，酸性土壌では生育が悪いため，

苦土石灰やようりんを施用し，土壌pH6.5程度となる

よう調整した。また生育に根粒菌が必要となること

から，資材としてまめぞう（根粒菌）を種子にまぶ

して播種を行った。

（５）結果及び考察（表２）

１～２番草までは被覆率も高く，多収となったが，３番草以降は徐々に被覆率が落

ち，全体の５割程度となった。天候不良による刈り遅れが要因と考えられ，再生力が

落ちたところに，カヤツリグサ等の強雑草が繁茂している状況であった。アルファル

ファは蕾が着き始める前の刈取が重要で，花が咲くと倒れやすくなり，株が蒸れて枯

死する個体が多くなるため，夏場は25～30日に１回程度のペースで刈り取りが必要と

なる。牛の嗜好性は良好であり，次年度の収穫に向け，秋頃に追播を実施した。

表２ 収量調査結果

３ 残された課題及び利用上の留意点

（１）作付前の雑草防除の徹底

（２）蕾がつく前の刈り取りが重要となるため，再生草の収穫適期の見極め

４ 担当した普及職員（○は執筆者）

○柴田幸児

収量調査の状況１番草の生育状況

生育期間 被覆率 草丈 生草収量 乾物率 乾物収量
（日） ％ （ｃｍ）（kg/10a） （％） （kg/10a）

１番草 R3.3.23 147 開花前 100 92.7 2,633 18.5 486.5
２番草 R3.5.10 45 開花前 100 63.8 2,680 16.8 451.3

アルファルファ ３番草 R3.5.31 21 開花前 90 63.1 2,500 17.4 435.7
（ﾈｵﾀﾁﾜｶﾊﾞ) ４番草 R3.7.12 42 開花 70～80 78.6 2,000 18.4 367.7

５番草 R3.8.17 36 開花前 50～60 63.5 2,100 17.5 363.3
６番草 R3.10.11 55 開花前 40～50 49.6 1,550 17.0 261.6

※被覆率は４番草以降，低下。実際の収量は被覆率×収量となる。

草種・品種名 刈取日 刈取時期
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７ 一番茶を重視した最終摘採時期の検討

１ 目 的

最終摘採を樹勢回復に適した時期に調節して実施することで，経費をかけずに樹勢お

よび翌年一番茶の収量向上を図ることを目指す。

２ 実証ほの設置と技術の指導・普及状況の確認

（１）調査場所 西之表市古田 K氏の茶園

（２－１）三番茶摘採を樹勢回復のために遅らせた場合の整枝方法（さえみどり，ゆたか

みどり）

（２－２）二番茶後の浅刈りによる最終摘採時期の調整（やぶきた）

（３）調査内容

三番茶摘採タイミングを樹勢回復を図るためにあえて遅延させた場合の整枝位置

（刈り捨て）について，一番茶の収量品質に及ぼす影響を調査する。

三番茶摘採を樹勢回復のために７月下旬まであえて整枝を遅らせる区と，６月に浅

刈りを行う区を設け，秋番茶と翌年一番茶の収量等に及ぼす影響をそれぞれ調査する。

３ 結果及び考察

（１）結果

ア 三番茶摘採を樹勢回復のために遅らせた場合の整枝方法

（ア）ゆたかみどり（7/28整枝：二番茶摘採＋64日）の夏期整枝方法の検討

整枝位置を「赤棒」の位置で行った方が（二番茶摘採位置+2.0cm）頂芽平均（二

番茶摘採位置+6.0cm）とした場合よりも，一番茶収量が約150kg/10a多かった。

なお，秋番茶収量は整枝位置を頂芽平均とした方がやや多かった。樹勢が強いゆ

たかみどりの三番茶芽を７月下旬まで伸ばした場合，翌年一番茶を考慮すると，整

枝位置は二番茶摘採位置から+2cm程度が適する可能性を見いだせた。

（イ）さえみどり（7/27整枝：二番茶摘採＋61日）の夏期整枝方法の検討

整枝位置を頂芽平均の位置で行った方が（二番茶摘採位置+3.0cm），「赤棒」の

位置（二番茶摘採位置+1.5cm）とした場合よりも，一番茶収量が約150kg/10a多か

った。なお，秋番茶収量も整枝位置を頂芽平均とした方がやや多かった。樹勢が強

くないさえみどりの三番茶芽を７月下旬まで伸ばした場合，翌年一番茶への影響を

考慮すると，整枝位置は頂芽平均位置が適する可能性を見いだせた。

さえみどり試験区の一番茶 一番茶を主眼においた場合の７月整枝
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表１ 二番茶摘採後の新芽（三番茶芽）を７月下旬まで伸ばした場合の整枝位置

の違いによるその後の収量差

注）摘採（整枝）は，令和２年秋番茶が両品種ともに10月27日，令和３年一番茶はゆた

かみどりが４月１日，さえみどりが３月31日であった。

イ 二番茶後の浅刈りによる最終摘採時期の調整（二番茶を摘採した茶園の浅刈り（6/

15浅刈り→7/27整枝）と，浅刈りを行わずに伸ばして整枝（7/27）した場合のその後

の収量比較）

二番茶摘採後浅刈り区（6/15浅刈り：秋

整枝-5cm，7/27整枝：浅刈り+3.5cm）と，

浅刈りを行わずに伸ばして整枝した区（7/

27整枝：二番茶+0.5cm）の秋番茶収量は，

それぞれ208kg/10aと173kg/10aで同等程度

であった。浅刈り区に炭疽病が多発したた

め試験判定が難しい状況になったが，令和

４年一番茶まで継続調査を行う。種子島に

おける四番茶を摘採しない場合の最終摘採

（整枝）の高さと時期についてはまだ事例

が少ないため，今後も事例を蓄積しながら

検討を深める必要がある。

４ 残された課題及び利用上の留意点

これまで四番茶まで摘採する体系が主流であったため，三番茶の摘採（整枝）調整技

術はまだ実証事例数が少ない。品種別の検討数もまだ不十分であるため，今後は様々な

品種で検討を重ねる必要がある。

５ 担当した普及職員（○は執筆者）

○鹿子木聡

二番茶+2cm
7/27 刈捨区

二番茶+6cm
7/27 刈捨区

二番茶+1.5cm
7/28 刈捨区

二番茶+3.0cm
7/28 刈捨区

R2秋番茶 収量（kg/10a） 615 687 344 387
収量（kg/10a） 477 331 520 669
葉数（枚） 3.6 3.4 3.1 3.1
出開き（％） 64.8 80.8 92.6 78.2
芽数（20cm×20cm内本数） 60.5 70.5 114.0 99.0
芽長（cm） 4.6 3.9 2.7 3.4
100芽重（g） 54.7 49.0 35.0 37.0

秋番茶＋一番茶収量計(kg/10a) 1,092 1,018 864 1,056

R3一番茶

ゆたかみどり さえみどり

時期 項目

試験区の浅刈りの様子


